
ヘ ン リー ・ジ ェイ ム ズ の 幽 霊 物 語

「ね じの回転」 と静寂

瀬 尾 素 子

1

HenryJamesは1868年 に"TheRomanceofCertainOldClothes"を 書 いて以来

1908年 の"TheJollyCorner"ま で 幾つか の 幽霊物語 を書 いて い るが,1898年 にCollie〆S

Weeklyに 連 載 され同年 刊行 され た"TheTurnoftheScrew"は 最 も多 くの読 者 を得,

又,議 論 の沸騰 した 幽霊 物語で あ った。 この作 品 に対 す る華 々 しく多 岐 にわた る議 論の論

点 は概 ね幽霊 は実 在す るのか或 いは語 り手で あ るgoverneSSの 幻 覚 にす ぎな いのか とい

う点 に しぼ られて い ると言 え る。

蝋 説はEdmundWil、 。nカg。v,,nessを ・`an,u,。ticcase。fsexrepressi。(1)n"

と断 じた こ とで一 躍有 名 とな った 。彼 はフ ロイ トの精神分析 学を応 用 してgoverneSSの

異常心 理 と潜 在意識 に光 を あて て,超 自然的 な幽霊 物語 を明快 に 白 日の下 に さら して い る。

governeSSの 一 人称 の視点 にあ りあ りと感 じとれ る感 情 の揺曳 の激 しさと,彼 女 のif::!.1白以

外 に幽霊 の実在 を確認 す る方 法 がな い点 を考 えあわせ て,幽 霊 は彼女 の見 た幻覚 にす ぎな

い とい う合 理的結 論を ひ きだす この フ ロイ ト派 の立場 は実 に明快 で あ り,governeSSの 潜

在 意識 の分析 に説得力 を みせ る。 だが,幽 霊 実在 説を とる人 々を完全 に沈 黙 させ て しまえ

な い部 分を も"TheTurnoftheScrew"は 確 かに 内包 して い るので あ る。 「その家 庭

教 師 は,自 分 が一度 も見 た ことも聞いた こともない死 んだ男 の,完 全 に1確 で,寸 分違 わ
(2)

ぬ心像を,ど のよ うに してその潜在意識か ら虚空に投影で きたのであろうか?」 とのA.

Waldockの 幻覚説への反論は,そ の点に関 してはフロイ ト派の分析 も決定II勺証拠に欠け

て推測の域を出ないだけに,幽 霊実在説の有力な根拠 とな っている。さらに幽霊実在説を

主張する人 々は,幽 霊の実体を求 めてそこに善 と悪の闘い,楽 園喪失の寓話等の象徴的意

味を見 出している。

だが,こ の二派の議論は,双 方共 に完企に議論 として成立 し得 るだけの根拠があるにも

かかわ らず,議 論に決着をつけ完全 に相手を沈黙 させて しまうだけの決定的な根拠を もた

ないのである。それ故,こ の一方に完全に方 向づける決定的な証拠の欠如を作者 自身の曖

昧性か らくる不手際に帰 して"TheTurnoftheScrew"は 失敗作であるとさえ言われ

たこともあった。だがこの一方への決定的な証拠の欠如こそこの作品を深層心理学の臨床
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記録 にも超 自然 的実在 に対す る証 言 に もせず に,そ の両者 の間で絶 妙 なバ ラ ンス関係 を保

i3)

ち なが ら純粋 に虚構 の次元 に於 て美 的 に"airofevil"の 雰 囲気 を もりあげ る作 者Henry

Jamesの 意 図 された曖 昧性 で あ り,優 れ たstory-tellingの 手法 なので あ る。先 に述 べ

た二 派の議 論 はいずれ も認 識 の世 界へ結 論づ けよ うと して失敗 して い る と言 え る。 ゴ シ ッ

ク ・ロマ ンス において は,確 か に超 自然 への 直面 は恐 怖 の中に感情 の開放 を求 めて極 端 に

走 り,現 実 か超 自然 か の一方 へ の認識 の選択 に帰結 した と言 われ る。即 ち ウォル ポール や

M・G・ ル イス等 の様 に超 自然 的世 界 がいか に説 明もつか ぬま ま厳 と存在 す るの かを認識

或 い は容認 して恐怖 を増 幅 させ るか,ラ ドク リフ夫 人 の様 に最後 はすべて合 理的説 明即 ち

人工 的 トリックによ る説 明で解 き明か して恐怖 感を結末 部分 でひ っく りか え して サスペ ン

ス の落差 を拡大 しつ つ 日常世 界 の枠の堅 固 さを確 認す るかで あ った。"TheTurnofthe

Screw"は 原稿,塔 のあ る古 い大 きな館,闇 夜,幽 霊 とゴ シック ・ロマ ンス的枠組 を巧 み

(4)

に借用 している。その為,実 際には絵解 きが完全に欠如することで成立 しているこの作品

を,結 末において解決という認識の世界へ持ち込 もうとして,両 派の議論は失敗 している

と言えるのである。

科学の発達,闇 の追放,白 口化,人 間の死の散文化によって超 自然への恐怖はもはやゴ

シック ・ロマンスの様な形で は人々の想像力をか きたてな くな っている。魔性の多 くは失

われ,超 自然の存在主張は誇張 と承認をもってなされることなくひっそりと現実世界の間

近に身を潜めた。一方心理学精神分析学が幻覚,人 間の屈折心理,内 面の迷路 といった現

実世界に容認されているものの内に潜むものの探究をは じめ,あ る意味で現実世界は容認

しがたき超 自然の領域へ と接近 してきたと言われる。 この様な 状況の中でPenzoldtは
(5)"TheTurnofth

eScrew"を 心 理的 幽霊 物語 の項 に分 類 して い るが、 尚一 層 この作 品 に

当て は まる と思 われ るの は,ト ドロフ,カ イ ヨワ,ル イ ・ヴ ァックス等 の言 ういわゆ る幻

16)

想小説の定義である。

「確かに我 々のものである世界,日 常的な不変の適法性 に支配 された明るく堅固で安心

できる世界に,理 解 しがたき容認 しがたきものが突如 として侵入 して来る時,幻 想とは自

然の法則 しか知 らぬ者が超 自然的様相を持 った出来事 に直面 して感 じるためらいのことで

ある。つ まり超 自然に遭遇 して幻覚か実在かの二通 りに説明され得る時,ど ちらを とるか と
17)

い うた め らいの可能性 が幻想 の効果 を生 み出す。」とい うのが ト ドロフ等 の定義 で ある。 さ

らに このため らいの支配 す る領 域を描 き出す につ いて,ソ ロヴ ィ ヨフは 「真 の幻想 にお い

て は,現 象 につ いての素 朴な 説明の可能 性 が,外 的,形 式 的 には常 に残 されて い るが,同

(8)時
に,そ う した説 明 には内的 蓋然性が完全 に欠 落 して い る もので あ る。」 と述べ,M・R・

ジェイ ムス は 「自然 な説 明へ と通 じる出 口を用意 して お くことも,と き と して必要 で あ る。

た だ し,そ う した戸 口が,十 分 に狭 く作 って あ って,実 際 に は使用 しが たいので な けれ ば

(9)

な らない。」 と規定 している。 先 に述べた両派 に分れ る華 々しいが決着のつかない議論は
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ま さに確認 の領域へ 至 る使 用不可能 な扉 を あけよ うと躍起 にな ってか え って その扉 の実 在

性 とその使川 不 吋能性 とい う幻想小 説 に不 吋欠 な仕 掛 けを作者 が意 図的 に施 してお いた こ

とを明 らか に して い ると註えよ う。今 一つ 幻想小説 を隣接 の ジ ャ ンル との 区別 によ って規

定 してお きた い。幻 想小 説は 日常現実 世界 に基盤 を置 いてお り,そ の亀裂 が生 みだす相克

とため らいを描 く純 粋 に虚構 的世界 で ある。一方,同 じ超 自然 を扱 って も詩 の領 域で は,

想像力 の飛翔 に身 を委ね て現 実か ら超 自然 とい う別 世界 に はこばれ るので あ って,そ こに

何 ら相 克 もため らい も生 じな い為幻 想小 説 とは明 らか に異 なるので あ る。

HenryJamesは,幽 霊 の実 在,幻 覚 いず れの解 釈を も可能性 の扉 と して形式 的 に残 し

つつ,そ の確 認の世界 へ の扉 を双方共 に意、図的 に閉 ざ して通 行不 可能 にす るこ とに よ り,

た め らいの支 配す る領域 を純 粋 に虚構 の 次元 にお い て"evil"の 実 体で はな く"airof

evil"と して入 念に描 き出 して いる。認 識 の領域 を意 図II勺に閉 ざす こ とによ って生 じる幻

想効 果を,以 下作n/a11!1..L-_体を支配 す る静寂 の 考察 によ って跡づ けて,優 れ たstory-telling

の 手法を駆使 して きわ めて意図的 に仕 上.げ られ た純粋 に"aStOryaSastOry"と しての

``TheTurnoftheScrew"の 一[lk界を 明 らか に して い きた い
、

ll

"TheTurnoftheScrew"は
,作 品全 体 に静寂 がみ ちて い る。 そ もそ もBly館 自休

が 静 けさに支 配 されて い る。 サセ ックスの 田舎,村 の教会 まで 徒歩二十 分 の この館 は,多

くの空部屋 に来 訪す る客 も無 く,住 入 は語 り手で あるgoverneSS,二 人の子 供達,家 政婦

の仙 は何人 かの7{使 の みで ある。深閑 と して はい るが別 に荒涼 と して いるわけで はな い。

美 しい 自然 に囲 まれたBly館 は,陽 光 ふ りそ そ ぎ鳥 の さえず りや 子供達 の さざめ きが時

折 静寂を破 る以外 は'[え和 な静 け さにみた され てい る 、そ こに 見知 らぬ リ」がたたず む時,こ

の平和 な静 け さは一挙 に変質 す る

Icanhearagain,asIwrite,theintensehushinwhichthesoundsofeveningdropped.

Therooksstoppedcawinginthegoldenskyandthefriendlyhourlost,fortheminute,

allitsvoice.(p.27)

最 初の 幽霊 出旦よの場面 で ある。そ こに墓地 や地下 室,廃 櫨,暗'11.1,,.の森,雷 鳴 等 ゴ シ ック

・ロマ ンス に付 き物の 超 自然 出現 の 為の お どろお どうしい舞 台装 置 はない 、 日常慣 れ 親 し

んで い る好 ま しく・1え和 なた そがれ時 の静 け さが,外JVは 何 ら変 化せず に異様な死 の静寂 に

変質 す るので あ る.明 る く堅 固で安心lil来 る口常現 実世界 に尋常 な らざ るもの がゆ るやか

に忍び入 ったので あ る。 しずか に 日常世 界に亀裂 が生 じ,日 常世 界の堅i1「ゴ1さへ の信頼 はた

め らいに変 る。 この時点 において はgovernessは まだ倍 んで い る男 が誰で あ るかを 知 ら

な い。 もちろん幽霊 と思 ってい るわ けで はな い。ただ周 囲の 平和な静 け さが 明 らか に変 質
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して しま った事を いた い程感 じてい るだけで あ る。"evil"の 実体 の提示 で はな く,そ の

"air"が 描 き出 され て いる
。 さ らに この異 様 な死 の静 け さを倍加 させ て いるの は,そ の見

知 らぬ男 とgovernessの 間 に交 され る"straightmutualstare"で あ り,そ の沈 黙の生

み 出す"hush"(P.28)な ので あ る。沈 黙の凝 視が静 け さの緊張感 を一層 たか めて いる。

この二 重 に異様 な静 寂を休験 した後 には,以 前 の何 もお こ らなか った頃 の単一 で平 穏 な

静 け さへ そ のま ま回帰 す る ことは不 可能 とな る。明 る く堅 固で安 心 出来 る 日常世 界 の静 け

さ,そ の秩 序 と安 定へ の信頼 は二 度 と戻 らない。governessは 以前 を振 り返 って次 の様 に

思 う。

Itmaybe,ofcourse,aboveall,thatwhatsuddenlybrokeintothisdivestheprevious

timeacharmofstillnessthathushinwhichsomethinggathersorcrouches.The

changewasactuallylikethespringofabeast.(p.25)

異常 な静寂 が闊入 す るのを 目の当た りに体験 し,今 まで信 じて疑 わなか った 日常世 界 に亀

裂 の生 じるのを感 じ,自 らが今在 る世 界への確 信 がゆ らいでた め らいに変 る時,そ の亀 裂

に 目を おお って 日常世界 に安住 す る ことは出来な い。 自 らが今在 る日常世 界 は,い か に堅

固 にみえ よ うとも,い つ又 や すやす と尋 常 な らざる もの の侵害を許 すか も しれ ない ので あ

る・ 日常世 界の秩序 が回 復 しないか ぎ り,彼 女 は二度 とそ この安住者 にはなれ ないので あ

る・ は じめて幽霊 に遭遇 した際 の,あ の死 の静 寂か ら受 けた衝撃 は,当 然二 度三度 繰 り返

され る内 には強烈 さを失 って くる。体験 の繰 り返 しは慣 れ を生 み,慣 れ た分 だ け確実 に 日

常 世界 の堅固 さへの ため らいの領域 はひろが る。静 寂 は単 一 な平 穏 さと明 るさを失 って,

幾 重 もの層 をな して た め らいの領域 の空 間を みたす 。

governessが 湖でMissJesselの1玄1刻 霊 に は じめて遭遇 す る時,周 囲 は夏の明 る さにみ

ちて静 ま りか え って い る。

Theoldtrees,thethickshrubbery,madeagreatandpleasantshade,butitwasall

suffusedwiththebrightnessofthehot,stillhour.Therewasnoambiguityinanything

....Therewasanalienobjectinview.(p.44)

口常的 静 け さのただ 中に異質 な る もの が闊入 し日常世界 の秩序 を失 わ しめ るさまが,静 け

さの 巾に確実 に繰 り広 げ られ る。Floraが 不 自然 に黙 り込 んでそ の沈黙 と静 寂を倍加 して

い る。二 度 目にMissJesselと 遭遇 す る時 には"theSundaystillness"(P.82)と しか

静 け さとい う言 葉 は用 い られ て いないが,家 人全 員 が教会 に出か けた無人 のBly館 で無

言 の 内に幽霊 と対峙 す るgoverneSSを とりま く静 け さが は っき りと伝 わ って くる。

深 くただ な らぬ静寂 が一層存 在感 を帯 び るの はQuintの 幽霊 と三度 目に出会 う時 で あ

る。

一36一



ヘ ン リー ・ジ ェイ ム ズの 幽 霊 物 語

Ican'texpresswhatfolloweditsavebysayingthatthesilenceitself…becamethe

elementintowhichIsawthefiguredisappear.(p.59)

Quintとgovernessの 間 に交 され る長 い凝視 が生 む死 の様 な沈黙 は濃密 に存 在感 を増 し

てゆ き,遂 に は沈黙 は一 つ の"element"に 化 して,Quintが そ の中へ 消えて いけ るだけ

の存在 感を 帯びて空間 を みたすので あ る。現 実 に対 す る信頼 感が ゆ らいで ゆ くにつ れて,

沈黙 が存在感 を帯び てた め らいの領 域を みたす 。 日常世 界の静 け さに異質 な る静 けさが幾

重 にも重な りあ った この静 寂の世界 は,幻 想の雰 囲気を一層 も りあげ る。夏か ら秋 へ と移

りゆ くBly館 の描写 は,ひ っそ りと印象的 に,こ の幻想性 にみ ちた静寂 の世 界を描 き出す。

Thesummerhadturned,thesummerhadgone;theautumnhaddroppeduponBly

andhadblownouthalfourlights.Theplace,withitsgreyskyandwitheredgarlands,

itsharedspacesandscattereddeadleaves,waslikeatheatreaftertheperformance

allstrewnwithcrumpledplaybills.Therewereexactlystatesoftheair,conditions

ofsoundandofstillness,unspeakableimpressionsofthekindofministeringmoment,

thatbroughtbacktome,longenoughtocatchit,thefeelingofthemediuminwhich,

thatJuneeveningout-of-doors,IhadhadmyfirstsightofQuint.(p.73)

さらに,日 常世界の単一で安定 した静けさに閲入 して静けさを変質 させる幽霊の存在 に

つ いて考えてみたい。governessは 最初に幽霊 と遭遇 した際,彼 を幽霊だ と思 ったわけ

で はない。だが,周 囲の平常な静寂が変質 してゆ く中で一層異質に感 じたのは彼の無 言の

凝視の視線の生む沈黙の緊迫感であった。

Itlastedwhilethisvisitant,atallevents…seemedtofixme,fromhisposition,with

justthequestion,justthescrutinythroughthefadinglight,thathisownpresence

provoked.Weweretoofaraparttocalltoeachother,buttherewasamomentat

which,atshorterrange,somechallengebetweenus,breakingthehush,wouldhave

beentherightresultofourstraightmutualstare.(pp.27-28)

凝視 の視線以 外 は全 く平凡 なそ の男 の外見 を家政 婦 に1洋し く話 す と,家 政 婦 は即 座 にその

男 はgovernessが この館 に来 る前 に死 んだ下 男のPeterQuintで あ る と断 言 し,gov-

ernessは 見 知 らぬ 男が亡霊 で あ った こ とを矢IIるに至 る。 この箇所 は先 に述べ た様 に幻覚 説

論者 の論証 の歯切 れが悪 くな る分,最 も幽霊 の実 在確認 に近づ いて い ると言えよ う。秩 序

に支 配 された堅固 な 日常世 界 に智・常 な らざるものが密 やか に忍び込 んで いたので あ る。

だが,尋 常な らざるもの の実在 性 の確 認の可能 性 は,上 記の家 政婦 の断言 を頂点 と して,

governessの 確 信 と反比 例す る様 に,薄 らいで くる。家政 婦,Floraと 三 人で 幽霊 に遭 遇

して も他 の二人 には見 えず,却 って90verneSSの 方 が非 難 され る。governeSS以 外 に幽

霊 を見 た者が いな い上 に家政婦 や子供達 が彼 女の言 動の方 に異常を感 じる時,幻 覚 の可能
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性は限りな く増す。幽霊の実在を確認 して幽霊も含めた日常現実世界の秩序を回復す る道

は閉ざされて しまう。しかも,家政婦が幽霊をQuintと 断言する箇所で幻覚説論者の論証の

歯切れが悪 くなるという事実は,governeSSの 幻覚を論証 して 日常世界の秩序を回復する

道も閉ざされていることを明 らかにする。既に述べて来た様 に,確 認の世界は双方共 に意

図的に閉ざされている。幻想の領域は,ま さに双方への確認の道が閉ざされた時 に生れ る,

たあ らいの支配する領域なのである。侵入 した尋常ならざるものが怪物や怪奇現象ではな

く幽霊であるのも幻想効果をたかめるのに適 している。幽霊は日常世界とは決定的に異質

な存在でありながら過去において確かに日常世界の秩序を構成する一員であ りそこか ら決

定的に失われたものなのである。それ故に幽霊は人間心理にためらいを呼びやすいのであ

る。

静寂のみなぎる幻想領域で,実 在幻覚共 に確認の道を閉 ざされた異質なるものとしての

幽霊 は,そ の凝視の視線 と,そ れの生みだす沈黙の静寂性によ って存在を主張する。

Itwasthedeadsilenceofourlonggazeatsuchclosequartersthatgavethewhole

horror,hugeasitwas,itsonlynoteoftheunnatural.IfIhadmetamurdererinsuch

aplaceandatsuchanhourwestillatleastwouldhavespoken....Themomentwas

soprolongedthatitwouldhavetakenbutlittlemoretomakemedoubtifevenIwere

inlife.(p.59)

一 言 も声 を発 さず ,た だ凝視 の 目を向 けて くるだ けで 周囲 の静寂 に緊張感 が加 わ る。凝 視

の視線 は"fix","boldhardstare","henevertookhiseyesfromme","hisstare

intomyface","deadsilenceofourlonggaze"等 々繰 り返 して様 々に描 かれて効果

を あげて いる。少 しもお どろお どう しくな い我 々と変 らない平 常の外見 を持 ち,犠 牲者 に

直接 手をか け ることもな く,声 も発 さず,暗 闇 も特殊 な舞 台装 置も必 要 とせ ず,幻 覚 の可

能性 を残 しつつ,白 昼 そのまま姿を さらす"TheTurnoftheScrew"の 幽霊 の,無 言

の凝視 の視線 は,確 認 の世 界を閉 ざされた この作 品 におけ る彼 らの唯一 の存在主 張 と して,

確 か に 日常世 界の亀裂 を拡げ静寂 の濃密 さを増 して い くのであ る。

静 寂 は,周 囲の 自然,幽 霊の 出現,そ の沈黙 の凝視 によ るものだけで はない。語 り手 で

あ るgoverness以 外 の登場 人物 は皆,沈 黙 の静 寂の 中に陥 って い る様 に思わ れ る。以下,

子供 達の沈黙 を と りあげて考察 してゆ くが,そ の前 にgovernessを とりま くBly館 の

人 間関係 を考 えて みたい。時折給仕等 に現 れて は空気 の様 に無言で 去 って い く女 中や召使

は登場人物 とも言 えな いので,governeSSを と りま く人 々は家政婦 と二 人 の子供 達 とい

うことにな る。 ここで気 づ くの は,governessの 告白を論理 と確 信を も って 否定 な り肯定

な りの判断を下 して確 認の扉 を開 くべ き大 人の第三者 がいな い ことであ る。 同 じく一人称

の語 り手 が語 るHenryJamesの 幽霊物語 に於て も,"SirEdmundOrme"で は語 り手
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の幽霊 目撃を 支持 しその正体 を説 明 して くれ るMrs.Mardenが お り,"TheFriends

oftheFriends"で は語 り手 の女性 が嫉妬で 半狂乱 にな って 幽_;itの恋人 と会 って い るに ち
(101

が いな い ときめつ け る時 の婚約者 の男性 の憔然 とした返答 は,語 り手 の女性 の嫉妬 故の妄

想性 を浮び上 らせ る。だ がBly館 で はMilesとFloraは ほ んの子供 にす ぎな い。彼 等

は利発 で,こ の世慣 れぬgoverneSSに 迎合 す る方 法 を こころえ,天 使 の様 な しぐさで甘

えか か るが,問 いつ め られ るとわ め きち らした りお どお どして,所 詮governessと 筋 道

の通 った対話 の出来 る相手で はな い。又,家 政婦 のMrsGroseも 名前通 りの女 性で,悪

気 はないが迷 信深 く付 和雷 同的な無教 育 な女 であ る。governeSSの 見 た正 体不 り1の男 を

Quintの 亡霊 と断言 す るの も彼女 な らば,governessの 恐怖 にあ いつ ちを うって それを

増 幅 す るの も彼女で あ る。そ して一 旦 自分 に は幽霊 が見 えな い とわか ると途端 にカを得 て

90verness非 難 の側 にまわ り,再 び彼女 に問 いつ め られ る と幽霊 を``Ibelieve."(p.107)

と言 って しま う。 この様 に唯一 の大人 で あるMrsGroseが 付和霞 同的'囲　格 であ る時,

governeSSの 周囲 に は彼女 を確 認の世界へ 導 く大 人 の第三 者 は存在 しない。

超 自然 の侵入 に対 して 日常世 界 の秩序 を回復す る為 に は,確 信 を事実 に変え る証拠 が必

要で あ る。彼女 が 幽霊 の実在 を確信 して いた ことは"confidence"の 頻 用や"certitude"

"conviction"の 連発
,"absolute"を つ けた表現 の多 さか らも明 らかで あ ろ う。 この確 イii

を立証 す るべ く"proof"と 繰 り返 すgovernessの 立 証願望 は激 しい もので あ る。家 政

婦 やFloraと 共 に幽霊1こ遭遇 した時,彼 女 はFloraを 幽霊か ら護 るよ りも,ま ず第一 に

"thrillofjoyathavingbroughtonaproof"(P
.98)を 感 じて しま う程で あ る。だ

が,認 識 の世 界が意 図的 に閉 ざ されて い る"TheTurnoftheScrew"に おいて,証 拠

が決定 的 な もの にな るこ とはない。彼女 は終始立 証 され得な い確 認 の世界 を求 めて"fur-

therproof"(PP.69-70)"furtherevidence"(P.55)と 繰 り返 しなが ら,た め らいの領

域 に封 じ込 め られ て堂 々め ぐりを す る しかな いので あ る。彼女 の状 況 は,肯 定 に しろ否 定

に しろ彼女 の証言 を しっか りと受 け とめて くれ る第三者 の欠如 によ って,一 層 助長 されて

い る。"lt'syouthatarealonemost."(P.114)と 言 うMilesの 言 葉 は,ま さに的 を

射 て い ると言 え る。

その ヒ,二 入 の子供達 は しば しば沈黙 に陥 ってgoverneSSを ます ます一人 き りに して

しま う、Jこの沈黙 の 内,幽 霊 出現 に居 合せ た子 供が一言 も発 しな くな る場面 は,幽 霊 出現

時 の静 寂効果 をたか め るもの として,幽 霊の凝視 の視 線の生 む沈黙 と同質 の もの と言 え よ

う。MissJesse1の 幽霊 出現 の際 に二 度居合 せたFloraは,二 度共 自然 とは言 いがた い

沈黙 に陥 って い る。 一 度 目は"Allsoundsfromher[i。e.Flora]hadpreviously

droPPed."(P.44)と 言 う風 に,又 二 度 目は"insilence…ominous"(P.97)と 語 られて

い る。

もう一 つ の子供達 の沈黙 は,信 頼 すべ き第三 者 の欠如 と同 じく彼 女の孤立 感を誘 発す る
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もので あ る。

Ichatteredmorethanever,goingonvolublyenoughtilloneofourprodigious,palpable

hushesoccurred‐Icancallthemnothingelse‐thestrange,dizzyliftorswim(I

tryforterms!)intoastillness,apauseofalllife,thathadnothingtodowiththe

moreorlessnoisethatatthemomentwemightbeengagedinmakingandthatI

couldhearthroughanydeepenedexhilarationorquickenedrecitationorlouderstrum

ofthepiano.(p.75)

沈 黙 の内 に彼等 が 幽霊 と秘 かに交 わ って い るの か,単 に子供 らしい沈 黙にす ぎな いのかの

論 議 は,確 認 が閉 ざされて い る以上,不 毛 に終 るだ けで ある。governessは 沈 黙が破 られ る

ことによ って,彼 女待望 のproofが 得 られ ると確信 して い る。彼 女 は``He[i.e.Miles]

wantstospeak."(P.105)と さえ思 うのだが,沈 黙 は遂 に破 られ ることな く,認 識不能 の

世 界 か ら出る ことが出来 ない。彼女 は子供達 の沈黙 の世 界 に と らえ られて い る。"system-

aticsilenceofeach"(P.68)"absolutestillness"(P.102)等 々と描 かれ る子供 達 の沈

黙 はgovernessを ため らいの領域 に封 じ込 めて静寂 を"f深 め る。特 に,最 後 にMiles

と二 入 きりにな ったgovernessが 感 じる 「ピ ンの落 ちる音 さえ聞 こえ そ うなMilesの

沈 黙」(P.116)は 静 寂の緊張 感を たかめて 効果的で あ る。

この様 な状況 の巾でgoverneSSの 周 囲1こは呼 べ ど答 えぬ静寂 の みが幾重 に もと りまい

て い る。Bly館 の静 け さ,幽 霊 出現 の死 の静 寂,幽 霊 の無 言の凝 視 の生 み 出す沈黙 の静

け さ,日 常世界 の安定 と秩 序 に回帰す る為 に必要 な第三者 の欠 如,し ば しばgoverneSS

を疎外 して 沈黙 に陥 って しま う子供 達 。あれ ほ ど彼女 が躍起 にな って見 出そ うとした証拠

も遂 に無 く,確 認 の世 界を 閉 ざされて,た め らいの領域 に封 じ込 め られたgoverneSSの

rl⊥1びさえ も幾 董 もの静 寂 の中 に吸収 されて しま うQMrsGroseとFloraが 去 り,幽 霊 も

去 った最終場面 でgovernessの 手元 に残 ったの は息絶え て もの言 わぬMilesだ けで あ

った 。

Icaughthim[i.e.Milesコ,yes,Iheldhim-itmaybeimaginedwithwhatapassion;

butattheendofaminuteIbegantofeelwhatittrulywasthatIheld.Wewere

alonewiththequietday,andhislittleheart,dispossessed,hadstopped.(p.121)

静寂 があ た りを支 配 して物語 は終 る。認識 の世界 を意 図的 に閉 ざ して幾 重 に もと りま く静

寂 の層 を細心 に積 み重ね,そ の申 に幻想 効果を もりあげた"TheTurnoftheScrew"

は純粋 に虚構 の次元 の中 に,き わ めて意図的 に入 念に仕上 げ られ た優れ た幽霊物語 なので

あ る。

注

``Th
eTurnoftheScrew"の 引 用 はPenguinModernClassicsに よ る 。
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(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(S)

(9)

{10)

EdmundWilson,"TheAmbiguityofHenrylames",ACasebookonHenryJames's"The

TurnoftheScrew"ed.byGeraldWillen(NewYorkThomasY.CrowellCompany,

1969),p.115.

A.1.A.Waldoek,"Mr.EdmundWilsonandTheTurnoftheScrew",ACasebookon

Henry/times'S``TheTurnoftheScrew"p.173.

HenryJames,TheArtoftheNovel(NewYorkCharlesScribner'sSons,1934),

"Goodghosts
,speakingbybook,makepoorsubjects,anditwasclearthatfromthe

firstmyhoveringprowlingblightingpresences,mypairofabnormalagents,would

havetodepartaltogetherfromtherules.Theywouldbeagentsinfact;therewould

belaidonthemthediredutyofcausingthesituationtoreekwiththeairofEvil.

Theirdesireandtheirabilitytodoso,visiblymeasuringmeanwhiletheireffect,

togetherwiththeirobservedanddescribedsuccessthiswasexactlymycentral

idea."(p.175)

cf.,Ibid.,p.176

"O
nlymakethereader'sgeneralvisionofevilintenseenough,Isaidtomyselfand

thatalreadyisacharmingjobandhisownexperience,hisownimagination.his

ownsympathy(withthechildren)andhorror(oftheirfalsefriends)willsupply

himquitesufficientlywithalltheparticulars.Makehimthinktheevil,makehim

thinkitforhimself,andyouarereleasedfromweakspecifications."

元 田 脩 一 「ア メ リカ 短 篇 小 説 の 研 究 ・ニ ュ ー ・ゴ シ ッ ク の 系 譜 」(南 雲 堂,1972)p.172

PeterPenzoldt,TheSupernaturalinFiction(London:PeterNevill,1952)p.54.

ッ ヴ ェ タ ン ・ ト ドロ フ 「幻 想 文 学 ・構 造 と 機 能 』(渡 辺 明 正 ・三 好 郁 朗 訳,朝 日 出 版 社,1975)

原 題:lntroductionalaLitteratureFantastique

ロ ジ ェ ・カ イ ヨ ワ 「妖 精 物 語 か らSFへ 」(三 好 郁 朗 訳,株 式 会 社 サ ン リオ,1978)原 題:

Images,lmagesEssaissurleroleetlespouvoirsdel'imagination

ル イ ・ヴ ァ ッ ク ス 「幻 想 の 美 学 」(窪 田 般 彌 訳,白 水 社,1961)原 題:L'ArtetlaLitterature

Fantastiques

ト ドロ フ 「幻 想 文 学 」pp.40-41

同 上p.41

同 上p.42

11enryJames,``TheFriendsoftheFriends",TheNouelsandTalesofHenry/times

Vol.XVII(NewYork:CharlesScribner'sSons,1909),P・362.
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